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荒天中の船舶の転覆事故を防止するために，我が国では船舶復原性規則が昭和 3 2 年に施行され，
船舶の転覆に関与する海象条件として，横風及び横波に対する安全基準が定められている。しかし，
近年船舶の高速化にともなって，追波航行時の転覆の危険性が国の内外で指摘され その原因の運動
力学的解明と追波に対する安全基準の策定が望まれているO 本論文はこのような要請に応えるため，
追波中での船体運動は極めて複雑であるが，船舶が転覆を誘発する運動のモードを典型化し，その運
動モードによる船舶の転覆確率を予測する研究をまとめたもので主要な成果は次の通りである。
(1)荒天下，追波状態で航行する船舶の転覆を誘発する基本的な要因として船の波乗り現象と復原
力喪失に着目して，危険な運動のモードを分折的に取り扱う運動方程式を提案している。
(2) この運動方程式の位相面解析により，波乗り現象の発生，持続，消滅のフ。ロセスを規則波中で決
定論的に解明し，不規則な海洋波中での波乗りの発生確率を統計的予測理論に基づいて推定する
方法を確立しているO この方法に基づいて船が高速化すると 波乗りの発生確率が高くなるこ
とを明らかにしている。
(3) 追波中の船の復原力喪失については波と船と相対位置に関係して復原力が変動することを理論
及び実験の両面から分析し波と船の長さがほぼ等しいとき復原力変動が顕著となることを明ら
かにし，その実用計算法を示している。
(4) 海洋渡のスペクトラムより船の復原力変動が関与する波スペクトラムを抽出する有効波の概念
を用いて，確率過程論から追波中の転覆確率を推定する方法を提案しているO
以上のように，本論文は荒天中での船舶の転覆事故を防止するために，不規則な海洋波中を航行し
ている船の波乗り現象の発生と復原力喪失による転覆の確率を海象，船型，繰船条件から合理的に予
測する方法を提案しており，造船学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
-565 ー
